
氏名 木下　光生

大学院博士後期課程
担当科目

　なし

通信教育部担当科目 ・史学演習Ⅱ

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

　入学試験委員会委員
　FD委員会委員
　学長候補者選挙管理委員会委員長

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

①近世史フォーラム事務局長
②奈良歴史研究会事務局長・代表代行・研究委員長
③舳松人権歴史館（堺市）展示委員会委員
④山添村教育委員会古文書入門講座（2021年12月11日、奈良県山添村波多野公民館）

　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了

　博士（文学）

　近世日本史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

①科学研究費助成事業（科学研究費補助金）（基盤研究Ｂ）「装置としての世帯1750-2000：生活
存立の比較経済史」研究分担者（研究代表者・谷本雅之、2021～24年度）
②青山学院大学総合研究所研究ユニット「住宅政策・構想が地域社会に与える影響に関する史
的研究」客員研究員（ユニットリーダー：永山のどか、2021～23年度）

令　和　３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　近世史フォーラム　貧困研究会　奈良歴史研究会　大阪歴史学会　日本史研究会
　社会経済史学会　佛教史学会　日本葬送文化学会　日本環境斎苑協会

　貧困、救済（セーフティネット）、自己責任

学部担当科目

・日本史Ⅰ
・国際交流史基礎講義Ⅱ
・史料講読Ⅰ～Ⅳ
・史学演習Ⅰ・Ⅱ
・日本史演習Ⅱ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文献史学（日本史）演習Ⅰ～Ⅳ

授業科目



単著

単著

単著

共著

共著

単著

③

⑤

②

③

（その他）

①

（著書）

①

②

社会経済史学会第90
回全国大会パネル・
ディスカッション「比較
史からみる生活の存立
構造―17～20世紀の
日本とプロイセンを手
がかりに―」

東北大学「社会にイン
パクトある研究　公正
社会へ」プロジェクト
ランチョン・ミーティング

2021年12月

2021年5月

大阪市文化財協会編
『大阪市北区大深町遺
跡発掘調査報告Ⅱ―
梅田墓の調査』同協会

歴史学フォーラム2020
実行委員会『歴史学
フォーラム2020の記録
権力の担い手を考え
る』同実行委員会

日本史研究会『日本史
研究』710

貧困研究会『貧困研
究』27

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2021年8月

2021年10月

43～53頁

53～59頁

③

（学術論文）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

（学会発表）

①「領主制の比較史と長期史―
領邦国家、中間権力、集権―」

②「書評　小島庸平著『大恐慌
期における日本農村社会の再
編成―労働・金融・土地とセイ
フティネット』」

荒武賢一朗と共同報告
会場：神戸大学（オンライン開催）

会場：東北大学（オンライン開催）

99～103頁2021年12月

2022年3月

②「近世日本史から現代日本の
貧困問題を考える」

①「近世・近代日本の生活保障
と領主・国家・村財政」

④「文献史料にみる梅田墓所
の諸相」

③「書評　朴光駿著『朝鮮王朝
の貧困政策―日中韓比較研究
の視点から』」

村上紀夫と共著
216～224頁


